
次代へ向け飛躍する栃木の
知
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

情
報
交
換
密
に
企
業
誘
致
湯
沢
氏
成
長
分
野
で
活
性
化
支
援
早
乙
女
氏

い
っ
そ
う
の
地
域
密
着
へ

スペクトルデザイン 先
端
光
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
産
業
現
場
へ

手軽なシステムを実現
深澤亮一氏社長

　
当
社
は
光
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ

る
非
破
壊
検
査
、
光
を
使
っ
て

目
に
見
え
な
い
も
の
を
見
る
た

め
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
光
、
つ
ま
り
電
磁
波

は
電
波
、
赤
外
線
、
可
視
光
か

ら
紫
外
線
、
Ｘ
線
、
ガ
ン
マ
線

ま
で
、
波
長
に
応
じ
て
、
私
た

ち
の
目
で
見
た
も
の
と
は
違
う

も
の
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
は
遠
赤
外
か

ら
電
波
に
近
い
境
界
領
域
に
あ

り
ま
す
。
物
質
の
表
面
か
ら
数

の
深
さ
ま
で
よ
く
見
え
る

こ
と
、
化
学
組
成
に
敏
感
な
こ

と
が
特
徴
で
す
。
例
え
ば
服
の

中
も
見
え
ま
す
し
、
ケ
ー
ス
に

隠
し
た
拳
銃
、
さ
ら
に
は
金
属

探
知
器
で
は
見
つ
か
ら
な
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
爆
弾
の
探
知
も
可

能
で
す
。
Ｘ
線

と
同
様
に
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
Ｃ
Ｔ
も

可
能
で
す
。

　
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

波
セ
ン
シ
ン
グ

は
現
在
、
応
用

の
拡
大
を
図
っ

て
い
る
段
階
で

す
。
工
業
材
料
の
素
材
分
析
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
で
の
危
険
物

探
知
や
遠
隔
監
視
、
食
品
分
野

で
の
成
分
分
析
や
異
物
検
査
な

ど
。
塗
装
膜
の
厚
み
や
断
熱
タ

イ
ル
の
検
査
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ
不
良
検

査
、
絵
画
な
ど
文
化
財
の
非
破

壊
検
査
で
も
大
い
に
力
を
発
揮

し
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
当
社
が
目
標

と
す
る
の
は
誰
で
も
利
用
で
き

る
手
軽
な
シ
ス
テ
ム
の
実
現
で

す
。
産
業
現
場
の
オ
ン
ラ
イ
ン

検
査
、
フ
ィ
ー
ル
ド
検
査
、
生

産
工
程
管
理
な
ど
に
使
え
る
シ

ス
テ
ム
と
す
る
に
は

装
置
の

小
型
可
搬
性

高
速
測
定

メ

ン
テ
ナ
ン
ス
性

堅
牢
性

コ

け
ん
ろ
う

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
―
の
５

点
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
９
月
の
分
析
展
で
紹

介
し
た
シ
ス
テ
ム
は
生
産
現
場

の
ニ
ー
ズ
か
ら
み
た
汎
用
機
の

条
件
に
お
い
て
、
導
入
価
格
を

除
き
、
性
能
や
サ
イ
ズ
は
上
位

項
目
を
達
成
し
ま
し
た
。
今
後

は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に

最
適
化
を
進
め
ま
す
。

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
、
い
く
つ

も
の
受
託
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
「
画
像
探
知
に
よ

る
イ
チ
ゴ
損
傷
早
期
検
査
シ
ス

テ
ム
の
開
発
」
で
は
赤
外
カ
メ

ラ
を
使
っ
た
画
像
セ
ン
シ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

現
在
も
「
イ
チ
ゴ
の
光
学
的
品

質
評
価
技
術
と
工
学
的
物
流
技

術
を
融
合
し
た
ロ
バ
ス
ト
流
通

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
に
参
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
安
全
・
安
心
を
実
現
す
る

た
め
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
技
術
の

研
究
開
発
」
で
は
煙
霧
や
火
災

が
あ
る
災
害
現
場
で
発
生
す
る

有
毒
ガ
ス
を
遠
方
か
ら
探
知
す

る
装
置
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
社
会
に
役
立
つ
光
セ

ン
シ
ン
グ
技
術
の
開
発
に
ま
い

進
し
て
い
き
ま
す
。

協栄産業 ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
「
Ｏ
の
字
」
リ
サ
イ
ク
ル

良質な「都市油田」開発
古澤栄一氏社長

　
当
社
が
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
か
ら
製
造
す
る
再
生
Ｐ
Ｅ

Ｔ
樹
脂
が
今
年
５
月
か
ら
サ
ン

ト
リ
ー
の
飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
一
部
に
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
再
生
フ
レ
ー
ク
を
再
縮
合

重
合
プ
ラ
ン
ト
で
反
応
さ
せ
る

こ
と
で
物
性
回
復
を
図
り
、
内

部
の
異
物
・
汚
れ
を
除
去
し
、

品
質
を
引
き
上
げ
る
メ
カ
ニ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
に
よ
っ
て

製
造
さ
れ
た
再
生
ペ
レ
ッ
ト
が

新
し
い
原
料
と
な
っ
て
お
り
、

国
内
初
の
画
期
的
な
取
り
組
み

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
は
熱
を
加
え
る

ご
と
に
劣
化
し
、
粘
度

Ｉ
Ｖ

値

が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
、
粘
度
が
低
下
し
て
も
そ

こ
に
用
途
が
あ
り
、
シ
ー
ト
、

フ
ィ
ル
ム
、
長

・
短
繊
維
と
、

段
階
的
な
利
用

は
可
能
で
す
。

こ
の
度
、
メ
カ

ニ
カ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
に
よ

っ
て
ボ
ト
ル
使

用
に
適
し
た
物

性
回
復
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ボ
ト
ル
へ
の
使
用
は
、
サ

ン
ト
リ
ー
が
１
年
間
掛
け
て
安

全
性
、
耐
久
性
を
評
価
し
た
上

で
の
採
用
で
し
た
。

　
従
来
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
は
繊
維
や
シ
ー
ト
メ

ー
カ
ー
を
経
て
消
費
者
の
手
に

渡
る
「
Ｕ
の
字
」
リ
サ
イ
ク

ル
。
ボ
ト
ル
メ
ー
カ
ー
、
飲
料

メ
ー
カ
ー
か
ら
見
れ
ば
ワ
ン
ウ

エ
ー
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
も
樹
脂

の
特
性
を
利
用
し
た
有
効
な
リ

サ
イ
ク
ル
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
で
は
新
興
国

の
資
源
需
要
か
ら
遠
心
力
が
働

い
て
、
自
治
体
回
収
か
ら
海
外

に
流
出
す
る
「
Ｌ
の
字
」
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

事
業
系
の
回
収
品
は
そ
の
大
半

が
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
貴
重
な

石
油
資
源
が
海
外
に
流
出
し
て

い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
を
国
内
で
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
の
価
値
を
考
え
ま
す

と
、
市
町
村
が
回
収
し
た
ボ
ト

ル
を
原
料
に
当
社
が
再
生
原
料

を
造
る
と
、
石
油
か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｔ

樹
脂
を
造
る
よ
り
も
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
は

％
の
削
減
に
な
り
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
従
来

の
廃
棄
物
対
策
か
ら
、
資
源
制

約
対
応
へ
と
転
換
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
消
費
者
は
キ
ャ
ッ
プ
、
ラ
ベ

ル
を
取
っ
て
中
を
す
す
ぐ
と
い

う
一
連
の
動
作
に
非
常
に
よ
く

協
力
し
て
い
ま
す
。
単
一
素
材

で
単
品
回
収
の
で
き
る
使
用
済

み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
資
源
の
利

用
抑
制
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
に

つ
な
が
る
良
質
な
都
市
油
田

で
す
。
当
社
の
技
術
に
よ
る
ボ

ト
ル
か
ら
ボ
ト
ル
へ
の
「
Ｏ
の

字
」
リ
サ
イ
ク
ル
が
拡
大
し
、

循
環
型
社
会
が
実
現
す
る
よ

う
、
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

先端企業の事例報告

馬場敬信氏宇都宮大学理事（研究・産学連携担当）兼副学長

佐々 木茂氏帝京大学理工学部准教授

石井清氏宇都宮大学地域共生研究開発センター長

湯沢洋一氏足利銀行法人開拓室長

早乙女勝弘氏栃木銀行法人営業部長

地
域
と
共
生
敷
居
な
く
す
馬
場
氏
地
域
と
協
働
商
品
化
進
む
石
井
氏
地
域
と
連
携
技
術
者
育
成
佐
々
木
氏

　　 ２０１１年 平成２３年 １２月１９日 月曜日 【企画特集】 （ ）

　
司
会
　
産
業
の
成
長
、
活

性
化
に
は
金
融
機
関
の
支
援

が
不
可
欠
で
す
。

　
湯
沢
　
こ
れ
ま
で
制
度
融

資
な
ど
に
よ
る
企
業
支
援
が

期
待
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
地
域

や
大
学
と
よ
り
密
着
し
た
支

援
が
新
し
い
役
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
宇
都
宮
大
学
や
栃

木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
参
画
や
、
栃
木
県
、
野

村
證
券
と
連
携
し
た
地
域
経

済
活
性
化
研
究
会
の
よ
う
な

活
動
で
す
。
販
路
拡
大
や
企

業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
行
で
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
に
企
業
誘
致
が
あ
り
ま

す
。
専
担
者
を
置
い
て
、
県

と
も
情
報
交
換
を
密
に
し
て

栃
木
県
へ
の
誘
致
を
図
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

内
へ
の
誘
致
だ
け
で
な
く
、

県
か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
「
留
置
」
も
重
要

で
す
の
で
、
企
業
に
有
用
な

情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
官
、
学
と
し
っ
か
り

連
携
し
て
地
域
に
貢
献
し
て

い
こ
う
と
考
え
ま
す
。

　
早
乙
女
　
昨
年
度
の
製
造

品
出
荷
額
は
全
国

位
、
農

業
産
出
額
は
全
国

位
と
い

う
、
工
業
県
で
あ
り
農
業
県

で
あ
る
栃
木
県
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
高
さ
に
は
定
評
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
、
栃
木
県

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。
先
が
な

か
な
か
読
め
な
い
今
、
企
業

経
営
者
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
当
行
は
産
学

官
連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
体
制
を
構
築
し
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
で

企
業
の
成
長
を
手
助
け
す
る

こ
と
が
使
命
と
考
え
ま
す
。

　
医
療
介
護
、
食
品
、
農
、

観
光
、
省
エ
ネ
・
環
境
、
モ

ノ
づ
く
り
な
ど
こ
れ
か
ら
成

長
が
見
込
ま
れ
る
分
野
を
中

心
に
、
情
報
を
的
確
に
収
集

し
、
き
め
細
か
く
顧
客
サ
ポ

ー
ト
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
産
学
官
金
の
連
携
の
中

で
タ
イ
ム
リ
ー
な
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
モ
ノ
づ
く
り
か

ら
ま
ち
づ
く
り
に
発
展
さ
せ

て
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
司
会
　
技
術
開
発
な
ど
の

頭
脳
的
サ
ポ
ー
ト
、
人
材
育

成
と
い
っ
た
点
で
、
大
学
に

は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

　
馬
場
　
宇
都
宮
大
学
で
は

産
学
官
連
携
・
知
的
財
産
本

部
を
設
け
、
地
域
共
生
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
と
知
的
財
産

セ
ン
タ
ー
を
完
全
一
体
運
営

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
知
の

拠
点
と
し
て
、
大
学
の
研
究

シ
ー
ズ
を
生
か
し
て
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を
意

識
し
、
ま
た
教
育
面
で
は
起

業
精
神
育
成
や
知
財
人
材
育

成
な
ど
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
大
学
は
敷
居
が
高
く
て

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
我

々
は
、
県
内

の
商
工
会
に

技
術
相
談
窓
口
を
設
け
た

り
、
県
南
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
を
設
置
し
た
り
、
さ
ら

に
宇
都
宮
大
学
企
業
交
流
会

の
会
場
を
学
内
か
ら
マ
ロ
ニ

エ
プ
ラ
ザ
に
移
し
た
り
と
、

学
外
に
出
て
行
く
こ
と
で
敷

居
を
な
く
し
、
地
域
の
皆
様

に
親
し
み
や
す
い
大
学
と
な

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。

　
石
井
　
共
同
研
究
は
年
間

１
２
０
件
・
１
億
円
の
水
準

に
あ
り
ま
す
。
地
域
企
業
と

の
産
学
連
携
で
は
、
多
く
の

地
域
の
人
た
ち
と
協
働
す
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
、
自
治

体
や
金
融
機
関
な
ど
と
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

「
食
と
農
」
の
企
業
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
光
融
合
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
開
設
、
し
も
つ
け
バ
イ
オ

ク
ラ
ス
タ
ー
の
運
営
、
首
都

圏
北
部
４
大
学
連
合
活
動
な

ど
、
特
徴
的
な
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産

学
官
連
携
活
動
の
結
果
と
し

て
、
実
際
に
商
品
化
と
い
う

成
果
に
結
び
つ
い
た
事
例
も

近
年
、
次
々
と
登
場
し
て
い

ま
す
。

　
佐
々
木
　
帝
京
大
学
宇
都

宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
理
工
学
部

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
医
療
技

術
学
部
柔
道
整
復
学
科
が
加

わ
り
、
今
年
か
ら
は
経
済
学

部
地
域
経
済
学
科
が
開
設
さ

れ
、
総
合
大
学
的
に
拡
大
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
学
士
の
取

得
だ
け
で
な
く
、
二
級
ガ
ソ

リ
ン
自
動
車
整
備
士
や
ヘ
リ

パ
イ
ロ
ッ
ト
、
臨
床
工
学
技

士
、
柔
道
整
復
師
な
ど
、
資

格
に
結
び
つ
く
技
術
を
身
に

つ
け
た
学
生
の
教
育
・
育
成

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
界
と
の
連
携
と
い
う

点
で
は
、
県
の
重
点
５
分
野

の
振
興
協
議
会
の
会
員
と
な

っ
て
連
携
協
力
を
進
め
て
い

ま
す
。
特
に
自
動
車
協
議
会

で
は
、
摩
擦
振
動
を
中
心
と

し
た
談
話
会
で
主
導
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
情
報

産
業
分
野
で
は
栃
木
県
情
報

産
業
サ
ー
ビ
ス
協
会
と
連
携

し
た
情
報
技
術
者
育
成
事
業

な
ど
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
は
学
部
を
問

わ
ず
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。


